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ご 

挨 
拶 

理
事
長 

大 

野 

風 

柳 
 

 

初
め
に
こ
の
度
の
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
を
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

一
日
も
早
い
回
復
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
今
年
も
六
月
に
入
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
半
年
を
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。 

 

日
頃
の
活
動
を
通
し
て
川
柳
作
品
の
前
進
と
充
実
を
み
ん
な
が
ひ

と
つ
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

先
日
は
米
・
オ
バ
マ
大
統
領
が
来
日
さ
れ
、
広
島
で
原
爆
で
亡
く

な
ら
れ
た
人
た
ち
に
お
花
を
手
向
け
、
黙
祷
さ
れ
て
い
る
姿
が
目
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
原
爆
被
災
者
と
抱
き
合
っ
た
姿
も
あ
た
た
か
く
受
け
止
め
ま

し
た
。 

 

戦
後
七
十
年
、
こ
の
間
の
川
柳
は
昭
和
は
昭
和
と
し
て
、
平
成
は

平
成
の
川
柳
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
に
入
っ

て
二
十
八
年
経
ち
ま
し
た
。
私
は
昭
和
の
川
柳
の
中
で
育
て
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
昭
和
川
柳
の
作
品
や
激
論
の
中
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し

て
い
ま
、
平
成
の
川
柳
の
作
品
や
柳
論
の
面
で
何
か
物
足
り
な
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

川
柳
は
「
人
間
を
詠
む
」
文
芸
で
あ
る
こ
と
。
川
柳
を
通
し
て
人

間
、
い
や
自
分
を
見
つ
め
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
更
な
る
川
柳
の
作

品
の
追
求
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
全
国
大
会
の
あ
り
方
も
、
平
成
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
い
や
求
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

い
ま
、
私
は
そ
れ
を
真
剣
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の

お
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日
川
協
通
信
（
114
） 

 

平
成
28
年
６
月
１
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全 

日 

本 

川 

柳 

協 

会 

〒

-
 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
一
―
一
一
―
九
〇
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０
６
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５
７
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日
時 

平
成
28
年
５
月
12
日
（
木
）
13
時
か
ら 

場
所 

台
東
区
民
会
館 

 
 
 

出
席
理
事
＝
13
名 

出
席
監
事
＝
１
名 

 

議
長
に
大
野
理
事
長
を
選
出
、
次
の
議
案
を
審
議
し
た
。 

議
案
第
１
号 

平
成
27
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件 

議
案
第
２
号 

平
成
27
年
度
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件 

報
告
第
１
号 

平
成
27
年
度
監
査
報
告
の
件 

議
案
第
３
号 

任
期
満
了
に
伴
う
監
事
選
任
及
び
新
常
任
幹
事
推
薦
の
件 

議
案
第
４
号 

平
成
三
十
年
度
版 

全
日
本
柳
人
写
真
名
鑑
の
件 

議
案
第
５
号 

句
箋
規
定
変
更
の
件 

報
告
第
２
号 

全
国
大
会
表
彰
の
件 

 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 

第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
の
結
果
、
議
長
の
報
告

通
り
可
決
成
立
。
最
後
に
議
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
午
後
３
時
に
閉
会
し
た
。 

         

議
案
第
５
号 

句
箋
規
定
変
更
は
次
の
通
り 

 
 

句 

箋 

規 

定
（
変
更
前
） 

 
 

１
．
協
会
の
主
催
す
る
川
柳
大
会
、
並
び
に
そ
れ
に
準
ず
る

行
事
に
於
い
て
使
用
す
る
句
箋
は
次
の
規
格
と
す
る
。 

３
．
５
㎝×

１
８
．
０
㎝ 

 
 

２
．
前
項
の
規
格
は
日
川
協
の
昭
和
５
６
年
度
総
会
に
お
い

て
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
都
合
に
よ
っ
て
他
の
規
格

の
用
紙(

例
え
ば
ハ
ガ
キ
大)

を
使
用
す
る
場
合
も
容
認
す

る
も
の
と
す
る
。 

 
 

句 

箋 

規 

定
（
変
更
後
） 

 
 

１
．
協
会
の
主
催
す
る
川
柳
大
会
、
並
び
に
そ
れ
に
準
ず
る

行
事
に
於
い
て
使
用
す
る
句
箋
は
次
の
規
格
と
す
る
。 

 
 
 

 

小 
 

３
．
５
㎝×

１
８
．
０
㎝ 

 
 
 
 

大 
 

５
．
０
㎝×

２
７
．
０
㎝ 

 
 

２
．
都
合
に
よ
っ
て
他
の
規
格
の
用
紙
を
使
用
す
る
場
合
も

容
認
す
る
も
の
と
す
る
。 

  

平
成
二
十
八
年
度 

第
一
回 

理 

事 

会 
日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
１

年
間
に
出
版
さ
れ
た
川
柳
個
人
句
集
の
う
ち
、
も
っ
と
も

優
れ
た
川
柳
句
集
に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」
を
授
与
し

て
い
ま
す
。 

平
成
28
月
１
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で
に
刊
行
し
た
句
集

６
冊
及
び
同
句
集
の
概
要
説
明
書
を
平
成
29
月
１
月
末

日
ま
で
に
当
協
会
の
「
川
柳
文
学
賞
」
選
考
委
員
会
宛
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

第１０回 
川柳文学賞募集 

句
集
を
出
し
た
ら 

 
日
川
協
・
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館 

 
国
会
図
書
館
に
寄
贈
し
ま
し
ょ
う 
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第
31
回 

国
民
文
化
祭
・
あ
い
ち
２
０
１
６ 

川
柳
作
品
募
集
要
項
（
概
要
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 

犬
山
の
城
下
に
響
け
川
柳
の
祭
典 

～ 
 

１
．
応
募
受
付
期
間 

 

平
成
28
年
４
月
20
日
（
水
）
～
７
月
20
日
（
水
）（
当
日
消
印
有
効
） 

２
．
応
募
規
定 

（
１
）
作 

 

品 

一
人
各
題
二
句
詠
（
未
発
表
作
品
に
限
る
） 

（
２
）
応 

募 

料 

一
人
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
但
し
、
海
外
投
稿
者
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
を
添
付
さ
れ
た
方
、
及
び
小･

中･

高
校
生
は
無
料
と
し
ま
す
。） 

（
３
）
応
募
方
法 

所
定
の
応
募
用
紙
及
び
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
振
替
払
込
金
受
領
証
又
は
そ
の
写
し
を
添
え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
４
）
応 

募 

先 

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
大
会
事
務
局(

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
内) 

 
 
 
 
 
 
 
 

〒
５
３
０
‐
０
０
４
１ 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
２
丁
目
北
１-

11-

９
０
５ 

３
．
宿
題
・
選
者 

 
 
 
 
<

事
前
投
句> 

小
学
生
・
中
学
生
の
部 

 
 
 

「  

朝 
 

」
＝
駒
木 

一
枝
（
福 
島
） 

 

「 

甘 

い 

」
＝
大
楠 

紀
子
（
奈 

良
） 

 

「
自
由
に
作
る
」
＝
岩
田 

明
美
（
静 

岡
） 

 
 
 
 
<

事
前
投
句> 

高
校
生
・
一
般
の
部 

 
 
 

「  

朝 
 

」
＝
渡
辺 

松
風
（
秋 

田
） 

 

「 

開 

発 

」
＝
西
出 

楓
楽
（
大 

阪
） 

 
 
 

「 

急 

ぐ 

」
＝
安
藤 

波
瑠
（
東 

京
） 
 

「 

味 

噌 

」
＝
重
徳 

光
州
（
愛 

知
） 

 
 
 
 
<

当
日
投
句> 

 
 
 

「 

フ
リ
ー 

」
＝
大
西 

泰
世
（
大 

阪
） 

 

「 
ド
ー
ム 

」
＝
江
畑 

哲
男
（
千 

葉
） 

 

「  

粉 
 

」
＝
矢
沢 

和
女
（
兵 

庫
） 

第
二
次
選
者 

 

大
野 

風
柳
（
新 

潟
） 

岡
崎 

 

守
（
北
海
道
） 

佐
藤 
岳
俊
（
岩 

手
） 

天
根 

夢
草
（
大 

阪
） 

田
中 

新
一
（
大 

阪
） 

４
．
賞
（
予
定
）
文
部
科
学
大
臣
賞 

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞 
愛
知
県
知
事
賞 

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
県
実
行
委
員
会
会
長
賞 

 
 
 
 
 
 
 

愛
知
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

犬
山
市
長
賞 

犬
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

全
日
本
川
柳
協
会
賞 

愛
知
川
柳
作
家
協
会
会
長
賞 

５
．
発
表
会
場 

川
柳
大
会
（
当
日
投
句
受
付
、
入
選
発
表
、
選
評
、
表
彰
式
） 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
）
９
時
00
分
～
16
時
30
分 

犬
山
市
民
文
化
会
館 

 
 
 
 
 
 
 

入
選
作
品
は
、「
作
品
集
」
と
し
て
刊
行
し
、
応
募
さ
れ
た
方
（
小
・
中
・
高
校
生
は
入
選
者
）
に
無
料
で
配
布
。 

６
．
問
い
合
わ
せ
先
と
募
集
要
項
の
依
頼
先 

 
 
 
 
 
 
 

〒
５
３
０
‐
０
０
４
１ 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
２
丁
目
北
１-

11-

９
０
５ 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
内) 

 
 
 
 
 
 
 

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
大
会
事
務
局
宛 

 
 
 
 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
６
）
６
３
５
２
‐
２
２
１
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
６
）
６
３
５
２
‐
２
４
３
３ 

７
．
主 

催 

者 

文
化
庁 

愛
知
県 

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
県
実
行
委
員
会 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会 

愛
知
川
柳
作
家
協
会 

 

第
31
回
国
民
文
化
祭
「
川
柳
の
祭
典
」
愛
知
実
行
委
員
会 
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日川協加盟柳社一覧表訂正・変更       平成 28年 1月以降 

頁 柳 社 名 箇 所 追 加・訂 正・変 更 内 容 

14 

19 

20 

 

 

21 

 

22 

23 

24 

25 

28 

 

29 

 

31 

 

 

32 

36 

 

41 

 

 

 

45 

47 

50 

52 

53 

54 

札 幌 川 柳 社 

初 雁 川 柳 会 

小 中 台 川 柳 会 

千 葉 北 川 柳 会 

 

茂 原 川 柳 会 

や ち ま た 川 柳 会 

川 柳 白 帆 吟 社 

川 柳 み ち し お 吟 社 

山 梨 県 川 柳 協 会 

十 日 町 川 柳 研 究 社 

名 古 屋 番 傘 川 柳 会 

や し の 実 川 柳 社 

川 柳 塔 な ら 

 

大 阪 川 柳 人 ク ラ ブ 

くらわんか番傘川柳会 

城 北 川 柳 会 

豊中もくせい川柳会 

川柳奉行三原川柳会 

ふ あ う す と 広 島 

大分県番傘川柳連合会 

 

大 分 番 傘 川 柳 会 

別 府 番 傘 川 柳 会 

中 曽 根 恭 子 

礒 野 い さ む 

松 岡 惠 美 子 

小 林 信 二 郎 

奈 倉 楽 甫 

伊 達 郁 夫 

事 務 所 

事 務 所 

代  表 

代  表 

 

代  表 

新 入 会 

代  表 

代  表 

事 務 所 

代  表 

代表住所 

代  表 

代  表 

 

代表住所 

事 務 所 

代表住所 

代  表 

新 入 会 

代  表 

代  表 

事 務 所 

代  表 

代  表 

新 入 会 

住  所 

住  所 

新 

住  所 

住  所 

青柳  忠 〒065-0041 北海道札幌市東区本町一条4-5-5    TEL&FAX 011-785-2328 

若月  葉 〒350-0424 埼玉県入間郡越生町黒山297        TEL&FAX 049-292-5600 

土井 利一 〒260-0044 千葉県千葉市中央区松波3-9-5      TEL&FAX 043-251-8584 

勝畑 五楽 〒262-0045 千葉県千葉市花見川区作新台8-1-1-212 

TEL 043-258-6255 

福田 研治 〒297-0037 千葉県茂原市早野1935-18          TEL&FAX 0475-23-0359 

松原 雪子 〒289-1115 千葉県八街市八街ほ252-9          TEL&FAX 043-443-5941 

上村  脩 〒165-0034 東京都中野区大和町4-31-11           TEL 090-1733-0969 

川原 隆泉 〒221-0864 神奈川県横浜市神奈川区菅田町1018-19 

小林信二郎 〒400-0858 山梨県甲府市相生2-9-2                TEL 055-288-0819 

松田ていこ 〒948-0006 新潟県十日町市四日町1416-13          TEL 025-757-3328 

〒488-0855 愛知県尾張旭市旭前町6-5-14 

鈴木 陽子 〒440-0844 愛知県豊橋市高師町水神29-13      TEL&FAX 0532-61-3775 

安土 理恵 〒633-0054 奈良県桜井市阿部787 

TEL 0744-46-9156  FAX 0944-46-9284 

〒573-0041 大阪府枚方市山之上東町11-8 チャーム枚方山之上 320 

池田 武彦 〒573-0118 大阪府枚方市杉山手2-11-15            TEL 072-859-1917 

〒572-0001 大阪府寝屋川市成田東町40-2                      TEL 072-865-8854 

初代 正彦 〒569-0073 大阪府高槻市上本町5-26           TEL&FAX 072-671-8220 

鴨田 昭紀 〒723-0044 広島県三原市宗郷2-7-27           TEL&FAX 0848-63-1096 

弘兼 秀子 〒739-0612 広島県大竹市油見2-2-29           TEL&FAX 0827-52-7611 

安部 征二 〒870-0855 大分県大分市豊饒5組              TEL&FAX 097-543-2916 

若杉 幹夫 〒870-0888 大分県大分市三ケ田町6組          TEL&FAX 097-544-7997 

三浦 末廣 〒870-0105 大分県大分市西鶴崎2-8-16         TEL&FAX 097-543-2916 

田中 康生 〒874-0942 大分県別府市千代町12-4           TEL&FAX 0977-23-2956 

〒389-0824 長野県千曲市力石51                          TEL&FAX 0268-82-3103 

〒573-0041 大阪府枚方市山之上東町11-8 チャーム枚方山之上 320 

〒333-0844 埼玉県川口市上青木6-15-18 ﾙｰｴﾝﾊｲﾑ川口上青木 108 

〒400-0858 山梨県甲府市相生2-9-2                           TEL 055-288-0819 

〒488-0855 愛知県尾張旭市旭前町6-5-14 

〒572-0001 大阪府寝屋川市成田東町40-2                      TEL 072-865-8854 
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平

成

柳

多

留

賞 

人
間
の
視
線
の
中
で
花
は
咲
く 

岩 

手 

熊
谷 

岳
朗 

 

川

柳

大

賞 
や
わ
ら
か
な
視
線
に
は
い
と
言
い
ま
し
た 

滋 

賀 

小
梶 

忠
雄 

 

Ｎ

Ｈ

Ｋ

会

長

賞 

天
性
の
陽
気
が
春
を
演
じ
切
る 

愛 

媛 

片
山 

辰
巳 

 

日
本
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞 

九
条
が
古
稀
を
迎
え
て
騒
が
し
い 

山 

梨 

望
月 

双
葉 

 

全

日

本

川

柳

協

会

賞 

ク
ス
玉
を
割
っ
て
再
び
鎧
着
る 

北
海
道 

磯
松
き
よ
し 

 

全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
賞 

百
歳
へ
方
程
式
を
解
き
続
け 

岐 

阜 

岡 
 

哲
心 

自
分
史
に
は
さ
む
栞
の
色
を
足
す 

鹿
児
島 

前
田 

一
天 

に
こ
に
こ
と
い
つ
も
包
ん
で
く
れ
ま
し
た 
滋 

賀 

小
梶 

忠
雄 

ゲ
ラ
刷
り
の
ま
ん
ま
で
賑
や
か
に
生
き
る 

福 
岡 

楠
根
は
る
え 

叱
ら
れ
て
行
き
場
な
く
し
て
い
る
視
線 

兵 
庫 

松
村 

輝
彦 

ゆ
っ
た
り
と
昭
和
史
た
ぐ
る
大
戦
史 

広 

島 
野
村 

弘
之 

第十九回 全 日 本 川 柳 誌 上 大 会 

（平成柳多留）入 選 作 品   （参加者 1,400 名） 

第
一
次
選
者 

 

「 

賑 

や 

か 

」 

 
 
 
 

佐 

藤 

古 

拙 

 
 
 
 

平 

井 

丹 

波 

 

「 

み 

ご 

と 

」 

 
 
 
 

篠 

﨑 

紀 

子 

 
 
 
 

田 

中 

螢 

柳 

 

「 

節 
 

目 

」 

 
 
 
 

大 

野 

征 

子 

 
 
 
 

上 

野 

多
惠
子 

 

「 

導 
 

く 

」 

 
 
 
 

荻 

原 

鹿 

声 

 
 
 
 

土 

橋 

旗 

一 

 

「 

視 
 

線 

」 

 
 
 
 

石 

田 

一 

郎 

 
 
 
 

小 

島 

蘭 

幸 

第
二
次
選
者
（
50
音
順
） 

 
 
 
 

赤 

井 

花 

城 

 
 
 
 

井 

原 

み
つ
子 

 
 
 
 

佐 

藤 

美 

文 

 
 
 
 

雫 

石 

隆 

子 

 
 
 
 

本 

田 

智 

彦 
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編 

集 

後 

記 
 

★
春
か
ら
夏
に
季
は
移
り
、
健
康
状
態
に
も
注
意

を
要
す
る
季
節
で
す
が
、
川
柳
家
の
皆
さ
ん
、
乗

り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。 

★
熊
本
地
震
は
予
想
よ
り
長
期
に
渡
る
揺
れ
が

つ
づ
き
、
被
災
地
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

★
日
川
協
と
し
て
も
全
国
の
柳
人
、
吟
社
に
義
援

金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を

お
待
ち
し
ま
す
。 

★
大
野
理
事
長
が
Ｐ
１
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

昭
和
と
平
成
の
流
れ
の
分
析
を
し
て
い
ま
す
が
、

確
か
に
平
成
は
「
何
か
物
足
り
な
さ
」
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
が
何
か
を
探
求
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

★
６
月
26
日
に
は
愛
媛
大
会
が
開
か
れ
、
入
選
句

が
決
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
秋
に
は
国
民
文

化
祭
あ
い
ち
を
犬
山
市
で
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
事
務
局
長 

本
田
智
彦
）  

 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

▼ 
愛 
媛 

 
 

 
平
成
28
年
６
月
26
日
（
日
） 

 
 

 

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル 

 

▼ 

札 

幌 
 

 
 

平
成
29
年
６
月
18
日
（
日
） 

 
 

 

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌 

 

▼ 

熊 

本 

 
 

 

平
成
30
年
６
月 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

▼ 

愛 

知 

 
 

 

平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
） 

 
 

 

犬
山
市
民
文
化
会
館 

 

▼ 

奈 

良 

 
 

 

平
成
29
年
秋 

 

▼ 

大 

分 
 

 
 

平
成
30
年
秋 

（
元
幹
事
・
常
任
幹
事
） 

 
 
 
 

平
成
28
年
１
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 
 
 
 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

逝
去
日 

 

役 

職 
 
 

お
名
前 

 

年
齢 

1
／
10 

元
常
任
幹
事 

鈴
木 

如
仙 

72 

1
／
25 

常
任
幹
事 

 

加
藤 

 

鰹 

51 

3
／
17 

元
常
任
幹
事 

鈴
木 

東
峰 

86 

3
／
22 

元
常
任
幹
事 

本 

華
峰 

87 

5
／
26 

元
常
任
幹
事 

森 
 

東
馬 

87 

義
援
金
の
お
願
い 

 

平
成
28
年
４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
か
ら
、
２
ヶ
月
近
く
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
多
く
の
方
々
が

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
川
協
で
は
、
耐
乏
生
活
の
続
く
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
左
記
の

と
お
り
義
援
金
の
受
付
口
座
を
開
設
し
、

義
援
金
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

郵
便
振
替
口
座
番
号 

 
 
 

０
０
９
７
０
ー
９
ー
３
５
７
５ 


